
しまら
の
あ

（単位：千円）町の各種事業を行うための、平成
22年度予算が決まりました。

平
成
二
十
二
年
度
各
種
会
計
予
算
が
、
平
成
二
十
二
年
第
一
回
山
元

町
議
会
定
例
会
で
三
月
三
十
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度

の
当
初
予
算
は
、
町
長
の
退
職
に
伴
い
、
政
策
的
経
費
は
極
力
抑
え
な

が
ら
も
、
行
政
運
営
に
係
る
経
常
的
な
経
費
を
中
心
と
し
、
住
民
生
活

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
と
比
較
し
2
・
1
％
、
1
億
7
7
1
万

円
増
の
5
1
億
3
、
9
6
1
万
円
で
す
。
世
界
的
な
経
済
情
勢
の
悪
化
に

よ
る
影
響
も
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
国
県

の
施
策
で
あ
る
地
域
活
性
化
事
業
や
緊
急
雇
用
事
業
関
係
の
予
算
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
重
点
事
項
を
着
実
に
実
施
し
、
人
件
費
を

中
心
と
し
た
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
を
行
う
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
両

面
か
ら
更
な
る
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

㊥
入
忙
つ
い
て

総
額
は
、
5
1
億
3
、
9
6
1
万
円

に
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
1
億

7
7
1
万
円
増
（
2
・
1
％
増
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
と
し
て
、
町
税
は
、
個

人
・
法
人
町
民
税
で
5
、
7
3
8
万

円
減
（
9
・
8
％
減
）
、
さ
ら
に
地
方

譲
与
税
や
各
種
交
付
金
も
軒
並
み
減

収
を
見
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
3
億
7
、

0
0
0
万
円
増
（
1
9
・
3
％
増
）
を
、

当
負
担
金
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
影

響
で
9
、
1
0
3
万
円
増
（
宰
7
％

増
）
、
県
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
負

担
金
の
ほ
か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
補
助
金
な

ど
で
2
、
8
2
8
万
円
増
（
9
・
2
％

増
）
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
ま
、

子
ど
も
手

主に基金を取り崩して
財測こ充てるためのお金

他の蔵人科目に届きなし
収入で、会社や個人等に
貸付した返済金等

町魯住宅の家賃や、
住民票交付手数料等

広報やまもと5月号No．370（2）

一般会計歳入

案 ≡ ii軽量務 構成比 （％） 前年度比 （％）

町　　　　　　　　 税 1．2 8 8 ．4 9 2 2 5 ．1％ ∠ゝ 4 ．8

地　 方　 譲　 与　 税 8 9 ．7 0 0 1 ．7 ％ △ 9 ．4

地 方 消 費 税 交 付 金 1 2 9 ，1 0 0 2 ．5 ％ △ 0 ．7

ゴルフ場利用税交付金 2 6 ，7 0 0 0 ．5 ％ ∠△ 1．1

自動 車 取 得 税 交 付 金 2 8 ．5 0 1 0 ．6 ％ △ 5 ．0

地 方 特 例 交 付 金 2 5 ，1 0 0 0 ．5 ％ 2 2 ．0

地　 方　 交　 付　 税 2 ，2 9 0 ，0 0 0 4 4 ．5 ％ 1 9 ．3

分 担 金 及 び 負 担 金 5 7 ．0 1 2 1 ．1％ 7 ．5

使 用 料 及 び 手 数 料 4 0．6 2 5 0 ．8 ％ △ 2 ．9

国　 庫　 支　 出　 金 3 0 4 ．0 2 6 5 ．9 ％ 4 2 ．7

県　　 支　　 出　　 金 3 3 4 ．2 6 6 6 ．5 ％ 9．2

繰　　　 入　　　 金 3 5 8 ．6 5 5 7 ．0 ％ △ 4．8

諸　　　 収　　　 入 12 6 i3 8 5 2 ．5 ％ 1 0 ．8

町　　　　　　　　 債 19 ，2 0 0 0 ．4 ％ ∠△ 9 4 ．0

そ　　　　 の　　　 他 2 1．8 4 9 0 ．4 ％ △ 1 3 ．5

合　　　　　　　　 計 5，13 9 ．6 1 1 1 0 0 ．0 ％ 2．1

建物を建てたり、通路を窪偶しか）する
関澤Iに充てられる借入金

そ の 他 （2 ）

語 嵩 と麦佃 るお金 －　　　　 3 ・5 ％　 踊 定鞭 である　 月

自動葦取得税交付金やi∴ i∴ ；
ゴルフ場利用税交付金善　　　 一

麿 税 交 付 金　　　　 と

2 ．5 ％

／・　　 ！

／
圏 県 支 出 金　　　　　　　　　　　　 蜘醜　　　　　 く

〆 1 2 ．4 ％　　　　　　　　　　　　 鎚 1．憫　　　　 l

一－－

繰 入 金

組　 7 ・0 ％

／ 轍 税

㌫ 示 ‾ヽ 1

－ビスが
雷翳 引 ．i汁 気 ；主　 使 用 料 ・手 数 料

0 ．8 ％　 、

ブタそ畿1）保薗料をはじめとした
凸寝食等

麿遜娯興や福祉の
費用に充てるため、
国禁から交付される
補助金等

全国との市町村に
一定水準の行政サ
受けられるよう、所
国税の一定引合を
園が交付するお盆

※％は割合を示す

ヽ＿／



囲図1平成22年度予算のあらまし

㊥
出
忙
つ
い
て

一
般
会
計
予
算
の
目
的
別
内
訳

に
つ
い
て
は
下
の
表
の
と
お
り
で

あ
り
、
そ
の
割
合
を
多
い
順
に
示

し
た
の
が
円
グ
ラ
フ
で
す
。

・
総
務
費

定
住
促
進
対
策
事
業
費
補
助
金

や
、
ぐ
る
り
ん
号
の
運
行
経
費
、

庁
舎
の
維
持
管
理
費
、
選
挙
に
関

す
る
経
費
、
ま
た
こ
の
「
広
報
や

ま
も
と
」
を
作
成
す
る
経
費
な
ど
、

行
政
一
般
の
管
理
経
費
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
6
、
7
1
1
万
円
減
、
8
・
5
％
減
）

・
民
生
費

高
齢
者
福
祉
事
業
や
、
障
害
者

の
自
立
支
援
、
保
育
所
の
運
営
経

費
、
子
育
て
支
援
や
介
護
予
防
支

援
事
業
の
推
進
経
費
な
ど
の
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

新
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
な
ど

も
、
こ
の
民
生
費
で
す
。

（
前
年
度
比
3
億
4
、
1
2
2
万
円
相
、
挙
3
％
増
〉

・
衛
生
費

本
町
の
健
康
づ
く
り
計
画
「
み

ん
な
で
つ
く
る
元
気
や
ま
も
と

2
1
」
を
指
針
と
し
た
健
康
増
進
に

要
す
る
経
費
や
感
染
症
対
策
、
各

種
検
診
経
費
、
さ
ら
に
は
地
域
医

療
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
8
9
0
万
円
減
、
2
・
5
％
減
）

・
労
働
費

雇
用
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事

、
）

業
や
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業

な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
（
前
年
度
比
2
、
4
4
0
万
円
増
、
i
1
5
％
地
）

・
農
林
水
産
業
費

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
全
般
や
林
業
振
興
な
ど
、

持
続
的
発
展
を
目
指
し
た
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
道

や
水
路
、
排
水
機
場
の
新
設
、
維

持
管
理
経
費
、
さ
ら
に
は
水
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
漁
業
振
興
対

策
経
費
な
ど
の
予
算
な
ど
の
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
1
偲
2
、
4
5
3
万
円
減
、
5
0
・
4
％
減
〉

・
商
工
費

町
内
中
小
企
業
者
の
運
転
資
金

等
の
融
資
斡
旋
に
関
す
る
経
費
に

加
え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
町
振

興
資
金
等
融
資
制
度
利
子
補
給
金

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘

致
に
関
す
る
経
費
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
3
8
3
万
円
減
、
5
・
5
％
減
）

・
土
木
費

町
道
や
河
川
の
維
持
管
理
経
費

や
新
設
改
良
費
、
町
営
住
宅
の
管

理
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
、
道
路
台
帳
整
備
業
務

委
託
や
、
道
路
補
修
工
事
費
を
増

額
し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
安
全
対
策
費
と
し
て
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遭
業
務

の
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
、
耐

一

震
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
前
年
度
比
1
、
9
4
4
万
円
減
、
3
・
6
％
減
〉

・
消
防
費

予
期
せ
ぬ
災
害
に
適
切
に
対
処

し
、
町
民
生
活
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
の
消
防
・
防
災
対
策
に
か

か
わ
る
経
費
な
ど
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
5
9
7
万
円
減
、
2
◆
3
％
減
）

・
教
育
費

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
全
力

を
期
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
た
く
ま
し
い
体

の
育
成
を
図
る
た
め
の
経
費
を
始

め
、
生
涯
学
習
の
推
進
や
常
磐
自

動
車
道
建
設
予
定
地
の
文
化
財
発

掘
・
保
護
経
費
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
係
る
経
費
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
4
、
0
1
3
万
円
減
、
8
・
0
％
減
）

・
公
債
費

過
去
に
発
行
し
た
地
方
債
の
償

還
元
金
・
利
子
な
ど
に
つ
い
て
の

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
1
、
1
5
3
万
円
相
、
1
・
5
％
型

一般会計歳出（日的別内訳）　（単位‥千円）

項　　　 目 予 算 額 構 成 比 （％） 前年度比 （％）

議　　 会　　 費 1 0 0 ．4 3 5 2 ．0 ％ 0 ．8

総　　 務　　 費 7 2 1 ．0 3 1 14 ．0 ％ ∠ゝ 8 ．5

民　　 生　　 費 1 ．5 4 6 ．3 2 8 3 0 ．1 ％ 2 8 ．3

衛　　 生　　 費 3 4 5 ．5 2 8 6 ．7 ％ ∠ゝ 2 ．5

労　　 働　　 費 7 1 ．7 8 1 1　　 1 ．4 ％ 5 1 ・5

農 林 水 産 業 費 2 8 5 ．4 4 2 5 ．6 ％ ∠△ 3 0 ．4

商　　 工　　 費 6 5 ．7 6 4 1 ．3 ％ △ 5 ．5

土　　 木　　 費 5 15 ．3 3 2 10 ．0 ％ ∠△ 3 ．6

消　　 防　　 費 2 4 9 ．8 0 4 4 ．9 ％ ∠ゝ 2 ．3

教　　 育　　 費 4 5 9 i2 0 5 8 ．9 ％ ∠ゝ 8 ．0

公　　 債　　 費 7 6 2 ，9 7 9 14 ．8 ％ 1 ．5

そ　　 の　　 他 15 ，9 8 2 0 ．3 ％ ∠ゝ 1 ．9

合　　　　　 計 5 ，1 3 9 ．6 1 1 i lO O ．0 ％ 2 ．1

∴ 一：二 ∴

1繋露 盤馨買主 闘
衛生費　　　　　　　　 敏柳田鶏

聯 保全、疾病予防、　 6．7％　　　　　　　　　　　　 薄霧謙 譲軸 こ

脚 蝦 の軸　　　　　　 歳 出　　　　 手折支接などの餓

顎繭霞 （目的別）

i ●鋤

霊 園 田 圃 i

道路や可川、公田などの ＼
社会資本竪鯛のための能賀 i

籠漉 欝繋露 戸弼理、 l

※％は割合を示す
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歳出予算と町税の推移1万円に置き換えると　諜盤諒諸悪競競鰐合

18　19　20　21　22年度

喬im 案寡言案寡録音漢白書にヨ8 m 輔喜寡蕊i m 誓書S i案S i案 請書漢・；回書三園漢書

俊　へ　ノ　＿

と三二二十

葉 ∴

1 ，4 0 3 円

n i●‘ n
／／

●・●
： ∴ ∵ ∴

3 ，0 0 9 円

）l
k

l．′

、、” c●○

1，4 8 5 円 1，0 0 3 円 8 9 3 円

（9 1．5 4 2 円） （4 5，16 8 円） （4 2．68 5 円） （30 ，5 07 円） （27 ，185 円）

前書 案寡寄書S岩田跳弗妻輩 iS 擬音 防音音量8 ．，． ”　 誓書喜著書鵜善後…

6 7 2 円

l

5 5 5 円

ミミ “

4 8 6 円

、笥

1 9 5 円 2 9 9 円

（2 0．45 5 円） （16 ．8 98 円） （14 ．7 88 円） （5，94 6 円） （9，08 9 円）

合　　 計 1 0 ，0 0 0 円 （30 4 ，2 63 円）

※町民16．892人（3月末現在）で計算

平 成 2 2 年 度 の 主 な 事 業 と 予 算

囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外国語指導助手配置事業　　　　　　 4 0 0 万円

保育所運営事業　　　　　　　　 2 億 1．4 0 0 万円　　　 坂小講堂耐震診断業務委託事業　　　　 50 0 万円

学童保育運営事業　　　　　　　　 1．2 0 0 万円　　　 学校給食調理員派遣業務委託事業　 1．2 0 0 万円
子ども手当 ・児童手当　　　　　 2 億 6 ．5 0 0 万円　　　 私立幼稚園就園奨励賞 ・運営費補助金 1．4 0 0 万円

社会福祉協議会支援措置事業　　　 1，6 0 0 万円　　　 文化財保護事業　　　　　　　　　　 5．1 0 0 万円
敬老祝金　　　　　　　　　　　　　 1．1 0 0 万円
自立支援介護訓練等給付事業　 1 億 4 ．1 0 0 万円　 臨 調 因幡窒ぎ三着

心身障害者医療費助成金　　　　　　 3 ，8 0 0 万円　　　 鹿追等整備事業　　　　　　　　　　 7 ．4 0 0 万円
国民健康保険事業特別会計繰出金　　　　　　　　　　 食糧需給対策事業　　　　　　　　 1．7 0 0 万円

2 億 5 ．3 0 0 万円　　　 国営農地再編整備事業　　　　　　　 7 ．4 0 0 万円
後期高齢者医療制度療養給付費負担金 （運営費含む）　　 磯浜漁港管理事業　　　　　　　　　　 50 0 万円

1 億 7 ，9 0 0 万円
後期高齢者医療特別会計繰出金　　 4 ．7 0 0 万円　 田 堅 田

介護保険事業特別会計繰出金　 1 億 8 ．3 0 0 万円　　　 予防接種関係事業　　　　　　　　 1．9 0 0 万円

妊婦健康診査委託事業　　　　　　 1．0 0 0 万円
回 国　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会復帰施設運営委託事業　　　　 2，7 0 0 万円

長期債元金償還金　　　　　　　 6 億 5．3 0 0 万円　　　 健康増進事業　　　　　　　　　　　 4 ．0 0 0 万円
長期債利子償還金　　　　　　　 1 億 8 0 0 万円　　　 亘理名取共立衛生処理組合運営委員姫金

1 億 6 ．0 0 0 万円
書証圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合併処理浄化槽整備事業　　　　 1，2 0 0 万円

交通安全対策事業　　　　　　　　　　 50 0 万円
町民バス運行事業　　　　　　　 1．7 0 0 万円　 田 匪 ヨ

防犯対策事業　　　　　　　　　　　　 70 0 万円　　　 亘理地区行政事務組合消防費負担金
定住促進対策事業　　　　　　　　　 上20 0 万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 億 5 0 0 万円

田園　　　　　　　　　　　　　　　　　圏道路維持 ・新設改良事業　　　　　　 9 ，1 0 0 万円　　　 ふ るさと雇用再生事業　　　　　　　 2 ．2 0 0 万円

住宅安全対策事業　　　　　　　　　 1 0 0 万円　　　 緊急雇用創出事業　　　　　　　　　 3．10 0 万円

下水道事業会計補助 ・負担金　　 3 億 5 ，5 0 0 万円　　　 重点分野雇用創造事業　　　　　　 1．1 0 0 万円

囲　　　　　　　　　　　　　　　　　圏奨学金貸付事業　　　　　　　　　　　 6 0 0 万円　　　 企業誘致推進経費　　　　　　　　　　　 4 0 万円

特別支援教育支援事業　　　　　　　　 24 0 万田　　　 町振興資金等融資制度利子補給金　　 10 0 万円

広報やまもと5月号No．370（4）



園田1平成22年度予算のあらまし

i 普 通 会 計 予 算 額　　　 （単位千 円）

！

！

会　 計　 名 予 算 額 前年度比（％）

一　 般　 会　 計 5，139 ，6 11 2．1

特

別

AZミ

計

国民健康保険

事　 業
2．0 34 ．36 2 6 ．8

老　人　保　健 5，83 6 △ 48 ．4

後期高齢者医療 17 5．07 4 16 ．6

介護保険事業 1．23 9．60 0 3．2

水 道 事 業 会 計 予 算 額 （公営企業会計）

（単位：千円）

i悶 i欄 間 琵講“ 資 本 的 収 入 及 び 支 出

収 入 4 2 4 ．8 0 3 収 入 6 ，9 8 7

支 出 3 8 5 ．0 5 4 支 出 1 7 1 ．2 0 4

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する頚
164．217千円は、損益勘定留保資金等で補てんし

下水道事案会計予算額（公害企業会計）
（単位：千円）

i陶 濁 i関 ●遷 す王“ 資 本 的 収 入 及 び 支 出

収 入 5 4 6 ．6 5 0 収 入 1 7 5 ．4 0 3

支 出 5 0 7 ．2 4 3 支 出 5 3 3 ．7 2 7

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額
358．324千円は、損益勘定留保資金等で補てんし
ます。

●予算

予算とは、一般的には一定期間における収

入および支出の見積りですが、地方公共団体

の予算とは、（0歳入歳出予算、②継続費、（①繰

越明許費、④債務負担行為、⑤地方債、⑥一時

借入金、⑦歳出予算の各項の経費の流用に関

する定めを総括したものです。歳入・歳出と

は、会計年度におけるいっさいの収入・支出の

ことであり、歳入予算は単に収入の見積りで

すが、歳出予算は、見積りであると同時に支出

の限度や内容を制限する拘束力を有しています。

また、予算はその形式や性質によっていく

つかの穏類に分けられます。一般会計予算と

特別会計予算、当初予算と補正予算、年間予算

と暫定予算等がその例です。この分類は法律

にその根拠をおくものと、財政運営上の見地

から便宜的に用いられているものがあります。

肱報やまもと5月号No．370（5）

一般会計歳出（性質別内訳）　　（単位：千円）

案 ≡ 予 算 額 構 成比 （％） 前年度比 （％）

人　　 件　　 費 1．2 3 2 ，5 1 0 2 4 ．0 ％ △ 4 ．2

公　　 債　　 費 7 6 2 ，9 7 9 14 ．9 ％ 1．5

扶　　 助　　 費 5 3 0 ，0 9 6 10 ．3 ％ 5 4 ．8

普 通 建 設 事 業 費 等 17 6 ，7 4 0 3 ．4 ％ △ 5 5 ．6

補　 助　 費　 等 1，10 2 ，18 1 2 1 ．4 ％ △ 2 ．4

物　　 件　　 費 6 5 0 ．8 9 8 12 ．7 ％ 4 ．1

繰　　 出　　 金 4 8 5 ．6 4 2 9 ．4 ％ 5 0 ．9

そ　　 の　　 他 19 8 ．5 6 5 3 ．9 ％ 1 2 ．1

合　　　　　　 計 5 ．13 9 ，6 1 1 1 0 0 ．0 ％ 2 ．1

性質別予算

町の経費を、行政目的ごとに分類したものが目的別予算で

あるのに対し、その経済的性質を基準として分類したものを

性質別予算といいます。大きく「義務的経費」「投資的経賀」

「その他の経費」の3つに分けられます。

町が仕罰を委託する喝合の
委託料や物品娼入質等

物件費
12．7％

亘理行政事務組合等への
亀理会や各地団体への
補助金

／′／繰出金
9．4％

その他
47．4％

補助費等
21．4％

普通建設事業費
3．4％

維持稲低質や節付金、
樹立金等

、′ノ

町 股会 話口 や駁 口篭 に対 して
支 払わ れる給 料や手 当 専

‘

〝燭

義 務 的 ，

総 識

l V

蟄 醍

ヽ ■ Y

i
4 9 ．2 0●●

茎資的経費
3．4％

同∴ 「

l r藷 露 善 言

）

扶助費
等」

※％は割合を示す


